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概要（Summary）
本論文は、スペインの作曲家マヌエル・デ・ファリャのバレエ音楽《恋は魔術師》におけるフラ
メンコの音楽語法、作品内に登場する「歌」の役割について音楽的側面から研究したものである。
ファリャの代表作である《恋は魔術師》はバレエ音楽であるが、歌が用いられており、作品の様々
なシーンでメゾ・ソプラノまたはアルト歌手が登場する珍しい構成となっている。
本論文では、バレエ版の決定稿であるオーケストラスコアを使用し、《恋は魔術師》におけるフ
ラメンコの音楽語法を音楽的要素を中心に分析し、楽曲に用いられている歌の部分とフラメンコ音
楽の歌がどのような関連を持つのかを考察を行った後、「歌」が楽曲全体にどのような影響を与え
ているのか、その役割を考察した。
This thesis is a study of the musical elements of flamenco and role of songs in El amor brujo (Love, 
the Magician) for ballet by Spanish composer, Manuel de Falla. In this work he used several pieces 
with song, which is not common for the ballet music. 
Falla provided the form of flamenco, baile (dance), cante(song), toque(guitar accompaniment) on 
his work, ballet, songs, orchestra. He succeeded to impress the world of music, the nationalism of 
Spain by this work.
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1. はじめに
本研究は、スペインの作曲家マヌエル・デ・ファリャ（Falla, Manuel de1 1876-1946）のバレエ
音楽《恋は魔術師 El amor brujo》におけるフラメンコの音楽語法と、作品内に登場する「歌」の
役割について、音楽的な分析から考察し論じるものである。
ファリャは、イサーク・アルベニス（Albéniz, Isaac 1860-1909）、エンリケ・グラナドス
（Granados, Enrique 1867-1916）、と並んで、20世紀スペインを代表する作曲家であり、３人の中で
最もスペイン民族主義的特徴を強く持っているとされている。
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アンダルシアのカディスに生まれたファリャはマドリードで音楽を学び、1899年から作曲家と
して活動を行った。ファリャの初期の作品はロマン主義的な雰囲気で作曲されているものが多く見
られるが、1905年以降、スペインの民族的な特徴を持つ楽曲を多く発表した。その大きな要因に
スペイン民族音楽研究の第一人者としてマドリード音楽院で音楽史の教授をしていたフェリペ・
ぺドレル（Pedrell, Felipe 1841-1922）に1902年から1904年の間、作曲を師事したことが挙げられ
る。アルベニスやグラナドスもぺドレルの門下生であり、ファリャはぺドレルからスペイン各地の
民族音楽の様々な音楽的特徴や技法を習得した。その結果、一般的にスペイン民族主義といわれる
傾向の強い作品が多く発表されるようになった。ファリャの作品はピアノ曲、オーケストラ曲、
舞台作品と多岐に渡るが、スペインの民族的特徴を持つ楽曲は、例を挙げると1905年作曲のオペ
ラ《はかなき人生La vida breve》、1914年作曲の歌曲《７つのスペイン民謡Siete canciones populares 
españolas》、1915年から25年にかけて作曲された《恋は魔術師》、1916年に作曲されたオーケスト
ラとピアノのための作品《スペインの庭の夜Noches en los jardines de España》、1917年作曲のスペ
イン・アンダルシアの民話を題材にしたバレエ音楽《三角帽子El sombrelo de tres picos》2、1919年
作曲のピアノ曲《ファンタシア・ベティカFantasía bética》3、1919年から1923年に作曲された人形
劇《ペドロ親方の人形芝居El retablo de Maese Pedro》などである。
これらの作品は一般的にスペイン民族主義と捉えられ、世界的な観点から見た「スペイン風」な
特徴を備えている。しかし実際にはファリャの出身地であるスペイン・アンダルシア地方の民族音
楽であるフラメンコの要素が大部分を占めており、その要素こそが聴衆に「スペイン風」を印象付
ける効果を持つと筆者は考えている。
ファリャの代表作であるバレエ曲《恋は魔術師》は当初、フラメンコ舞踊家、パストーラ・イン
ペリオ（Imperio, Pastora 1887-1979）4の委嘱により１幕の歌入りのフラメンコ音楽劇《ヒタネリア
　Gitanería》として、1915年に初演された。ヒターノ（ジプシー）の気質などという意味を持つ
《ヒタネリア》は劇作家グレゴリオ・マルティネス・シエラGregorio Martínez Sierra夫妻5の脚本で
書かれマドリードで上演された。その後、ファリャはこの作品を再構成し、1916年３月にコンサー
ト形式のオーケストラ組曲《恋は魔術師》、1924年にバレエのための作品《恋は魔術師》として発
表、1925年にバレエの決定版が初演された。バレエ作品となった《恋は魔術師》も《ヒタネリア》
と同様にマルティネス・シエラの台本によるもので、１幕ものとなっている。
一般的にバレエ音楽はオーケストラのみで構成されるが、《恋は魔術師》は《ヒタネリア》の歌
の要素を引き継ぎ、作品の様々なシーンでメゾ・ソプラノまたはアルト歌手が登場し歌が用いられ
る珍しい構成となっている。ファリャはバレエ音楽にフラメンコの要素を取り入れ、さらに「歌」
を用いる構成にすることで、より一層聴衆にスペイン的な特徴としてアンダルシアの音楽語法の印
象を植え付けることに成功しているのではないだろうか。
本論文では、決定稿である1925年にイギリスのチェスター社から出版されたバレエ版《恋は魔
術師》のオーケストラスコアを使用し、作品の分析を行う。
まず《恋は魔術師》におけるフラメンコの音楽語法を要素別に分類して分析し、楽曲に用いられ
ている歌の部分とフラメンコ音楽の歌がどのような関連を持つのかを考察する。そしてバレエ音楽
² ディアギレフの委嘱により作曲されたバレエ音楽。ピカソが舞台装置、衣装を担当。
³ 「ベティカ」はアンダルシア地方の古代の名称。
⁴ Imperio, Pastora（1887-1979）セビリャ生まれのジプシーで、当時マドリードで有名な女性フラメンコ舞踊家。
⁵ 1913年パリでファリャと出会い、親交を深めた（Hess 2001:52）。
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《恋は魔術師》における「歌」が楽曲全体にどのような影響を与えているのか、その役割を論じる。
2. 研究対象の概要
2.1　先行研究
《恋は魔術師》に関する先行研究で最も詳細なものは、1990年に出版されたAntonio Gallego著
Manuel de Falla y El Amor Brujoである。この研究書は、《恋は魔術師》のバージョン比較と批評を
まとめたものである。1915年に発表された《ヒタネリア》が1925年にバレエ作品《恋は魔術師》
として完成するまでの経緯が詳細に記されている。また、《ヒタネリア》と《恋は魔術師》のオー
ケストラ版、コンサート版、バレエ版などの各版の楽譜が比較され、それぞれの相違点が明らかに
されている。さらに上演当時の演奏批評が収集され掲載されている点が評価できる。しかし、楽曲
本体の内容分析には至っていない。
本論文での詳細な楽曲分析が、ファリャのバレエ版《恋は魔術師》におけるフラメンコの音楽的
要素と「歌」の役割を解明することによって、この楽曲が20世紀を代表するスペイン音楽として
聴衆に印象付ける要素がフラメンコに由来するものであることを証明できる。
2.2　楽曲の構成
本項の題名表記はChester社による初版スコアに基づくものとする。スペイン語・フランス語の
順に表記し、日本語は筆者訳とする。
題名：　El amor brujo. L'amour sorcier.《恋は魔術師》
台本：　Gregorio Martínez Sierra
作曲：　Manuel de Falla
初演：　1925年５月22日、フランス・パリ・Trianon Lyrique
形態：　バレエ、オーケストラ、女性歌手
全１幕
所要時間：　26～30分
舞台：　スペイン・アンダルシア
主な登場人物:
　　カンデラCandelas（ジプシー女）
　　カルメロCalmelo（男）
　　ルシアLucia（ジプシー女）
　　悪霊（男）
　　村人
１　Introduccion y Escena. /Introducsion et Scène.〈序奏と情景〉
２　En la Cueva. La Noche. /Che les Gitanes. La Veillée.〈洞窟にて。夜〉
３　Canción del amor dolido./Chanson du chagrin d'amour.〈悩ましい愛の歌〉
４　El Aparecido. /La Revenant.〈登場〉
５　Danza del Terror./Danse de la Frayeur.〈恐怖の踊り〉
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６　El Círculo Mágico. Romance del Pescador./ La Cercle Magique. Récit du Pêcheur.
　　〈魔法の輪　漁師の物語〉
７　A Media noche. Los Sortilegios./ Minuit. Les Sortilèges.〈真夜中。呪文〉
８　 Danza ritual del Fuego. （Para ahuyentar los malos espíritus.）/ Danse rituelle du Feu. （Pour chasser 
les mauvais esprits.） 〈火祭りの踊り （直訳：火祭りの儀式の踊り） （悪霊を追い払うために）〉
９　Escena./Scène.〈情景〉
10　Cancíon del Fuego fatuo./ Chanson du Feu follet.〈きつね火の歌〉
11　Pantomima./ Pantomime.〈パントマイム〉
12　Danza del Juego de Amor./ Danse du Jeu d'Amour.〈愛の戯れの踊り〉
13　Final. Las Campanas del Amanecer./ Les cloches du Matin.〈フィナーレ　夜明けの鐘〉
1915年４月15日にスペイン・マドリードTeatro Lalaで初演された《ヒタネリア》を再構成した
ものである。1925年のバレエ版決定稿に至るまで、オーケストラ版組曲、バレエ版初稿、ピアノ
６重奏と演奏形態を経ており、その都度物語や楽曲の配置が変更されている。
3. 《恋は魔術師》にみられるフラメンコの音楽語法
フラメンコは「アンダルシアにおいてロマと呼ばれるジプシーやイスラムそしてユダヤの音楽文
化が融合し、フラメンコに昇華した。フラメンコのギターや舞踊、手拍子そして深い歌という意味
のカンテ・ホンドは、ジプシーに関連付けられている」（Randel 2003: 372）。
フラメンコは舞踊（バイレ・フラメンコ）、ギターによる伴奏音楽（トーケ・フラメンコ）、歌（カ
ンテ・フラメンコ、カンテ・ホンド）の３つの要素がそれぞれ協調して成り立っている。 
本項では、《恋は魔術師》の楽曲に用いられているフラメンコに由来する音楽的要素を１曲ずつ
抽出し、その特徴を分析し、それらの要素がどのように楽曲に作用しているか考察する。
第１曲　Introduccion y Escena.　〈序奏と情景〉
《恋は魔術師》の幕開けにあたる第１曲〈序奏と情景〉は、E音（以下音名はドイツ音名で表記）
が非常に印象に残る。フルート、ピッコロ、オーボエ、トランペットとピアノによってユニゾン6
で奏される旋律は、E音を中心に構成されている。付点のリズムを中心に上向や下降する中で、E
音は長く奏されることが多く、特に存在感を放っている。また長調でも短調でもない不安定要素が
F音に上昇した後、またE音に落ち着くというように全体を通してE音が象徴的に使用されている。
（譜例１）
⁶ unison. 同じ音程、または１オクターヴやそれ以上のオクターヴで同時に奏すること（Randel 2003：932）。
譜例１　第１曲　冒頭
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一方、クラリネット、ファゴット、ホルンとヴァイオリン、ヴィオラは分散和音を奏しており、
これらの楽器群が和声進行を担っている。チェロ、コントラバスおよびファゴットは、常にE音か
ら開始される音階的なパッセージ（旋律の間をつなぐ急速な経過音の一群）を奏し、疾風のような
印象を与えている。さらに打楽器のティンパニは全体を通してE音のみを連打している。
第１曲で印象に残るE音は、フラメンコのどのような要素なのであろうか。
《恋は魔術師》のストーリーの舞台設定はスペイン・アンダルシア地方、そして主人公カンデラ
はジプシーの若い娘となっている。アンダルシアに住むようになったジプシーが始めた音楽がフラ
メンコであるので、その特徴が序奏に取り入れられていることは容易に推察できる。
フラメンコに用いられる旋法は、主にフリギア旋法といわれている。この旋法は一般的には「ミ
の旋法」とも呼ばれ、主音をE音、支配音をA音とする。支配音であるA音はしばしば、主音であ
るE音の次に重要な役割を持つ。
またフラメンコに使用されるフリギア旋法は、白鍵ばかりを使用する音階が主であるが、場合に
応じて臨時記号が用いられる。「旋法の中では、半音よりも狭い音程が用いられることも多い。ま
たフラメンコ音楽の特徴としてA―G―F―Eという下行形の音階が特徴的に使用される。」（Randel 
2003: 318）フラメンコのフリギア旋法は場合に応じて主音を適宜移動し、移調して使用される。
第１曲で象徴的に印象付けられるE音は、フラメンコの旋法による主音E音であることが明らか
である。また分散和音を奏するファゴット、ホルンとヴァイオリン、ヴィオラの和声進行は、フラ
メンコのF－Eによる下降形の終止形を構成している。舞台作品の幕開けとなる〈序奏と情景〉で
フリギア旋法を用いることによって、アンダルシアのフラメンコを強く印象付ける効果を得てい
る。
第２曲　En la Cueva. La Noche.　〈洞窟にて。夜〉
この楽曲でまず印象深いものは低音部に現れるオスティナート7である。この楽曲でのオスティ
ナートはAs―G―As―B―As―Gという進行となっており、短３度という非常に狭い音域で上向と
下降を繰り返しチェロ、コントラバス、ホルンのユニゾンにファゴットが加わり、ヴィオラ、第２
ヴァイオリン、第１ヴァイオリン、クラリネットと徐々にオスティナートを奏する楽器が増加する
書法が用いられている。不安定で不気味な雰囲気を煽る要素として重要な役割を持っている。（譜
例２　括弧で示した部分がオスティナートのパターンとなっている。）
⁷ ostinato. 短い音楽のパターンを反復し奏するもので、低音部の進行に用いられる場合も多い。（Randel 2003:624）。
譜例2　第2曲冒頭　オスティナートの例
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さらにオーボエが奏する調子はずれな印象の旋律や、時折管楽器が奏するF音の前打音が付され
た強烈なE音、さらにD－As―Desという上向音型は、オスティナートと合わさると不協和な響き
を生み出し、洞窟という暗くて不気味な情景を表し、不吉な印象を与えている。オスティナートと
不協和音による調性の定まらない前衛的な書法は、当時の最先端を競っていたファリャとしては当
然のことである。
オスティナートの技法自体は「16世紀、スペインやイタリアで生まれた舞曲における変奏の低
音部和声進行として多用され、のちにイギリスに伝わった」（Randel 2003:624）ものであり、しば
しば用いられるものであるが、ファリャはスペインの舞曲様式のオスティナート技法を使用し、前
衛的な不協和音による手法と融合させることで、新たな音響効果を生み出すことができたと考えら
れる。
楽曲の終盤である34小節から41小節では、不気味な雰囲気が一転してオーボエソロにより、美
しい旋律が奏される。この旋律は、音階で構成され、またその途中で非常に即興性を感じさせる前
打音による装飾音が付されている。（譜例３）この時、オーボエ以外の楽器は同じ音を継続して奏
するのみであり、ほぼ停止状態にあるため、オーボエの旋律が非常に強調されて聴こえる。
譜例３にあげたような複数の前打音を持つ装飾的な節回しは、フラメンコの重要な音楽的要素で
ある「カンテ」、カンテ・ホンドCante Jondoに見られる。
カンテ・ホンドは、深い歌という意味を持ち、低い地声による歌唱様式である。カンテ・ホンド
の旋律は、バロック的な装飾音を付する習慣があり、即興的に装飾され「こぶし」のように歌われ
る。以下に、フラメンコのカンテ・ホンドの旋律の一例を掲載する。楽譜はファリャの師であるぺ
ドレルの著書より歌の旋律部分を抜き出している。
以上のことから譜例３であげたオーボエの旋律を考察すると、旋律の各所に付された装飾音は、
カンテ・ホンドの装飾的な「こぶし」を模倣したものと解釈できる。オーボエの旋律のみを強調す
ることで、カンテ・ホンドの印象を強く聴衆に訴える効果がある。
譜例3　第2曲34小節～　オーボエの旋律
譜例4　カンテ・ホンドの旋律の例Soleá（Pedrell 1958:Ⅱ269）
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第３曲　Canción del amor dolido.　〈悩ましい愛の歌〉
この楽曲で初めて、「歌」が登場する。オーケストラスコアにはVoce.と記され、女性歌手によっ
て歌われる。
冒頭はオーケストラによって速いテンポの伴奏形リズムが奏され５小節目から歌が入る構成に
なっている。楽譜上は４分の３拍子で記譜されているが、オーケストラのリズムは、３拍子と２拍
子が組み合わさって12拍を１周期とする３拍子３拍子２拍子２拍子２拍子というリズムパターン
で構成されている。
このような12拍を１周期とするリズムパターンはフラメンコの典型で、コンパスcompásといわ
れており、この第３曲もフラメンコのリズムパターンで構成されている。
５小節から始まる歌の冒頭の歌詞は “¡Ay!”（楽譜上ではAy!と表記されている）である。感嘆を
あらわす¡Ay!は装飾的なメリスマ8をもって歌われ、低く暗い独特の節回しが、民族的な印象をも
たらしている（譜例５）。
譜例５のような歌い回しはフラメンコ特有の歌にみられる。
「フラメンコの歌はAGFEの下降型フレーズに特徴を持ち、歌唱は ay のシラブルにメリスマが用
いられたものからしばしば開始される」（Randel 2003:318）というフラメンコの典型は、第３曲の
歌唱部分冒頭のAy!はこの歌唱様式と合致している。
ここでの「フラメンコの歌」とはカンテ・ホンドを意味している。カンテ・ホンドには独特の節
回しがあり、その中で最も特徴的といえるのが、ゆったりとした速さの、装飾的なフレーズである。
以下に、フラメンコのカンテ・ホンドの旋律の一例を掲載する。楽譜はファリャの師であるぺド
レルの著書より歌の旋律部分を抜き出している（譜例６）。
譜例５　第3曲冒頭　歌の旋律
譜例６　カンテ・ホンドの旋律　Soleá（Pedrell 1958:Ⅱ266）
⁸ melisma. ひとつのシラブル（音節）をいくつかの音で歌うもので、特に教会の典礼で多く見られる（Randel 2003:498）。
160
この装飾的なフレーズは、旋律の最後に３連符、４連符などのターンの形を付け加えられること
が多く、スペイン民謡、特にカンテ・ホンドに多用され、コブシのような効果を持っている。この
装飾的なフレーズは１回のみならず、装飾音のみを何回も下行しながら繰り返すこともある。譜例
５で見られる９小節の５連音によるターンの装飾など、《恋は魔術師》では同様の書法が多用され
ている。
ファリャはカンテ・ホンドの詩人として著名なガルシア・ロルカ9と深い親交を持ち、1922年に
はカンテ・ホンドのコンクールConcurso de Cante Jondoを創設したほどスペイン・アンダルシア
の民族音楽を象徴するカンテ・ホンドに造詣が深かった。《恋は魔術師》は当初、フラメンコ舞踊
のための《ヒタネリア》として作曲された時、フラメンコ歌手による歌唱部分を有していたため、
第３曲にもその歌唱様式が引き継がれていることは明らかである。
上述のフラメンコの典型と同様に第３曲の歌唱部は譜例６のカンテ・ホンドの例と同様にメリス
マ旋律による¡Ay!から開始されている。その後、非常に低い音域で装飾的に歌われる旋律には、語
尾にメリスマ的なフレーズを持つ特徴的歌唱が用いられている。
楽曲分析の結果、第３曲に使用されている音階はC－Des－Es－F－G―As―B―Cであり、F－Es
―Des―Cの下降形音型と和声進行を終止形に持っている。この音階はC音を主音としたフリギア
旋法であることから、この楽曲はリズム、歌唱様式、旋法とも全てフラメンコの様式で作曲されて
いることが明らかとなった。
第４曲　El Aparecido.　〈登場〉
第５曲の前奏の役割を持つこの楽曲は複調が用いられている。複調は２つの調を同時に演奏す
る20世紀初頭の作曲技法である。「複調が広く使用されるようになったのは20世紀前半である。リ
ヒャルト・シュトラウスのサロメ（1905年作曲）に始まり、ラヴェル、ストラヴィンスキー、プ
ロコフィエフなど多くの作曲家に取り入れられるようになった」（Randel 2003:103）。ファリャは
ラヴェルやストラヴィンスキーに加え、ロシアの作曲家とも親交を持っていたため、時代の最先端
の作曲技法を競って作品に取り入れていたことがうかがえる。
この楽曲では特筆すべき民族的要素は見られないが、前衛的で斬新な書法が用いられている。
衝撃的に奏される連打と、弦楽器の上昇音階、疾風のように奏されるピアノのグリッサンド10が相
俟って、悪霊の登場を表す場面にふさわしい情景描写としても強い印象を与える書法である。
第５曲　Danza del Terror.　〈恐怖の踊り〉
リズミカルな伴奏形に伴われ、管楽器で奏される連打を伴う旋律が印象的な楽曲である。
伴奏形はG音とD音の２重音、D音とA音の２重音が交互に演奏される。以下に冒頭部分の譜例を
掲載する。
ヴィオラ（Viole.）は第三線上を中央のC音とするハ音記号のアルト譜表によって記譜されている。
⁹ Lorca, García　1898-1936。アンダルシア出身の劇作家、詩人。カンテ･ホンドの第一人者。
¹⁰  glissando. 一つの音から別の音へ滑るように奏すること。ピアノでは指の爪で白鍵か黒鍵のどちらかを上方向、または
下方向に順次滑らせながら演奏する奏法である。非常に早く奏する。
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ジプシーバイオリンの特徴とも言える開放弦を交互に奏する演奏法を模倣しているものと考えら
れる。連打はフラメンコ舞踊で特徴的な足音を模倣しているものと考えることができる。旋律線は
長調とも短調とも判別しがたく不安定な節回しが用いられており、旋律を装飾する「こぶし」のよ
うな３連音や、トリルが多くみられる。
このような書法は、悪霊という不気味な存在を音楽的要素で印象付ける効果を持ち、低音部の特
徴的な伴奏形がフラメンコのジプシーを象徴している。
第６曲　El Círculo Mágico. Romance del Pescador.　〈魔法の輪　漁師の物語〉
ゆったりとした３拍子のこの楽曲は、主にフリギア旋法を基に作曲されている。中世的な音楽様
式を継承しており、特筆すべきフラメンコの要素はみられない。
第７曲　A Media noche. Los Sortilegios.　〈真夜中　呪文〉
題名からも明らかなように、真夜中の情景を表している。冒頭部では12時の鐘が鳴らされる。鐘
の音色は複調的な和音配置で楽器が奏されるが、これはスペインの鐘の音を模倣するものである。
鐘の音の後は、複調にて非常に奇妙な不協和音が繰り返し奏され、呪文を表している。
第８曲　Danza ritual del Fuego. (Para ahuyentar los malos espíritus.)
　　　　〈火祭りの踊り（火祭りの儀式の踊り）（悪霊を追い払うために）〉
この楽曲は《恋は魔術師》で最も有名で、しばしば独立して演奏される。 
　冒頭はヴィオラによるE音のトリルが８小節間奏され、９小節目からはE音とF音のトリルが交
互に奏される。（譜例８参照。ヴィオラの譜面はハ音記号によるアルト譜表によって記譜されてい
る。）
譜例７　第５曲冒頭　低音部
譜例８　第８曲冒頭
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E音を強調するこのような書法は、「ミの旋法」といわれるフラメンコのフリギア主音を強く連
想させるものである。24小節目から開始されるオーボエの主旋律は３連音による装飾が多用され、
「こぶし」のような効果をもっている。
終結部に向かってテンポが加速する。これはフラメンコでは楽曲の終盤に向かって加速する様式
の舞曲があり、〈火祭りの踊り〉も同様の特徴を持っている。
第９曲　Escena.　〈情景〉
冒頭からオーボエ独奏により、半音を多用する非常に暗い旋律が奏される。旋律は譜例４や譜例
６で示したようなカンテ・ホンドの特徴的な、メリスマの技法を模倣したものである。
譜例９のようにオーボエの旋律は、D音を主音とするフリギア旋法にジプシーの音階の要素が付
加されたものによって作曲されている。フラメンコ音楽におけるジプシー音階は、フラメンコがも
ともとジプシーに関わる音楽文化から発展したことにより、フラメンコ音楽に多用されている。こ
の第９曲では、ジプシー的なカンテ・ホンドの旋律がフリギア旋法のトニック（主和音）による低
音とともに奏され、複調的な響きの効果も生んでいる。冒頭部でカンテ・ホンドを模倣したメリス
マ旋律が奏された後、低音楽器により Des 音のトリルが奏され、その上に第１曲の冒頭部の旋律
がヴァイオリン、ヴィオラによって奏される。そして第２曲終盤に出現したオーボエによる装飾的
な旋律が移調され、フルートの旋律として奏され、その後再びオーボエによりメリスマが奏され
る。この楽曲ではオーボエがカンテ・ホンドの特徴を奏している。
第10曲　Cancíon del Fuego fatuo.　〈きつね火の歌〉
この楽曲は、題名からも明らかなように、女性歌手による歌が付されている。ピチカート奏法11
を多用する弦楽器群の伴奏形に、「歌」が歌われる。ピチカート奏法は、フラメンコの伴奏楽器で
あるギターの模倣している。このピチカート奏法は８分の３拍子の３拍目と次の２拍目に音符が割
り当てられており、２小節間で４分の３拍子のように演奏されている。
しかし、低音部のチェロとコントラバスは記譜どおり８分の３拍子のリズムアクセントで演奏さ
れるため、８分の３拍子と４分の３拍子が同時進行する形のポリリズムとなっている。
「歌」は第２曲と同様、低い音域で歌われ、A（イ音）からH（一点ロ音）の９度が使用されてい
る。歌はピチカート奏法による楽器群と同様に、２拍単位で２小節を１フレーズとした旋律で作曲
されている。（譜例10の矢印箇所）
譜例９　第９曲冒頭　オーボエの旋律
¹¹ pizzicato. 弦楽器で、弓を使用せず指で弦をはじく奏法（Randel 2003:664）。
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また語尾にはメリスマを伴う「こぶし」装飾が多く用いられている。装飾的な語尾は最大18拍
も延長されており、このような歌唱法もカンテ・ホンドの演奏習慣によるものに類似している。
第11曲　Pantomima.　〈パントマイム〉
第11曲〈パントマイム〉は、第１曲の〈序奏〉部分と同様の主題で作曲されており、E音を主音
とするフリギア旋法を用いて、E音を強調する旋律がみられる。36小節からは、８分の７拍子が用
いられており、通常より１拍多い変則的な拍子となっている。しかし、この７拍子は３拍子、２拍
子、２拍子の組み合わせとなっており、これはフラメンコの典型である３拍子と２拍子の組み合わ
せから着想したものと考えられる。７拍子による音楽は独特のリズムの上に、音階的ななめらかな
旋律が奏されることで、ゆったりとした印象を与えている。
74小節から84小節にかけて、オーボエの独奏によりカンテ・ホンドのメリスマを模倣した旋律
が奏される。ここでも、これまでの楽曲同様オーボエ以外の楽器は和声と対位法を構成し、発想指
示の通り、非常に静かに奏される。
第12曲　Danza del Juego de Amor.　〈愛の戯れの踊り〉
この第12曲は題名からも明らかなように、舞曲として作曲されており、楽曲は冒頭から８分の
３拍子を基本としている。しかし、実際には３拍子を２小節間１フレーズととらえ、２拍ごとに弦
楽器にアクセントが付されている。さらに旋律を演奏する楽器は、２拍ずつの組み合わせにより小
節を超える形のヘミオラで音階的な旋律を奏するため、８分の３拍子ではあるが、４分の３拍子に
聴こえる効果を持っている。
譜例11　第11曲　74小節～　オーボエの旋律
譜例10　第10曲　歌の旋律
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このような３拍子と２拍子の交錯によるリズムフレーズはフラメンコの特徴的なリズムパターン
でさまざまな舞曲に多用されている。第12曲でもアンダルシア・ジプシーの象徴として、ヘミオ
ラによるリズムが用いられているものと考えられる。
さらに、この楽曲にはオーケストラスコアに Voce. が記載され、29小節目から「歌」が出現する。
「歌」の旋律は、楽譜上に in mode popolare と記載されており、民謡の旋法を使用していることが
明らかにされている。装飾的な「こぶし」が多用されている。さらに、メリスマによる歌唱により
語尾が引き伸ばされる書法が用いられている。このような旋律書法はカンテ・ホンドの歌唱法と同
様であり、民族性を印象付けている。
第13曲　Final. Las Campanas del Amanecer.　〈フィナーレ　夜明けの鐘〉
夜明けを告げる鐘の音が鳴り響く情景描写から始まる第13曲では、オーケストラにおいて実際
に鐘が用いられる。
オーケストラスコアには Voce. と記載されており、「歌」は５小節目から開始される。語尾に装
飾的なこぶしを伴ったメリスマが多用されており、カンテ・ホンドの手法が見られる。
譜例12　第12曲冒頭
譜例13　第13曲　歌の冒頭部分
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4. 分析結果からの考察
以上の分析の結果から《恋は魔術師》で使用されているフラメンコの音楽的要素を述べる。
4.1　旋法
《恋は魔術師》は、主としてフラメンコ音楽に使用されるフリギア旋法で作曲されていることが
明らかになった。またフリギア旋法の主音であるE音は第１曲目から特に強調され、全曲を通して
印象的に使用されている。また、フリギア旋法は楽曲に応じて適宜移調して使用され、音列が変容
されて用いられる場合も多数見られた。また和声的特徴としては、フリギアを基礎とするA—G—
F—Eという下降形の終止形が多用されており、これらもアンダルシアのフラメンコを思わせる音
楽的要素である。
4.2　リズム
《恋は魔術師》で特徴的なリズムは、３拍子と２拍子が混合するリズムであった。混合リズムは
第３曲、第10曲、第12曲の基本的なリズムパターンとして使用されていた。第３曲では、３拍子、
３拍子、２拍子、２拍子、２拍子の12拍を１周期とするリズムパターンが用いられていた。第10
曲では、３拍子と表記されながらも、２小節を１周期として２拍ずつ３回のリズムフレーズが用い
られていた。第12曲では、３拍子が低音部で奏される中で、２小節を１周期として２拍ずつ３回
のリズムフレーズが用いられ、ポリリズムによる構成となっていた。
さらに第11曲では中間部に７拍子が用いられ、３拍子、２拍子、２拍子という混合リズムが用
いられていた。
このようなリズム形態は、フラメンコでは多用されており、民族的な要素として強く印象付ける
ものとして使用されていた。
4.3　カンテ・ホンド
《恋は魔術師》では、オーケストラスコアにVoceと記され、歌手による「歌」が用いられている
楽曲が４曲見られた。第３曲、第10曲、第12曲、第13曲である。
これらの楽曲で「歌」はフラメンコのカンテ・ホンドの様式で歌唱され、メリスマを用いる旋律
や、「こぶし」を思わせる装飾的なフレーズなどの特徴を備えていた。「こぶし」を思わせる装飾的
なフレーズは、《恋は魔術師》の全曲を通して多用され、メリスマを用いるカンテ・ホンドの歌唱
様式は、楽曲内でオーボエによっても模倣されていることが明らかとなった。カンテ・ホンドから
の音楽的要素はアンダルシアの民族主義を強く印象付ける主要な要素となっていた。
4.4　「歌」に関する考察
《恋は魔術師》に用いられる「歌」はすべて低い音域で歌われ、カンテ・ホンドの歌唱様式で作
曲されていた。の歌には発想表示が付されている。一例を挙げると、悲しげに、恐怖をもって、苦
悩に満ちて、欲望を持って、狂ったように、などである。「歌」が付された各曲では、「歌」に感情
表現に関わる指示が多く見られることから、「歌」が感情部分を担っていることがわかる。このよ
うな感情的な歌唱は、踊り手が言葉を発しないバレエ音楽において、場面設定や登場人物の心情変
化を詳細に伝える効果を持っている。
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また《恋は魔術師》における「歌」は、低い音域による地声発声により、オーケストラ楽器では
表現できない独特の音色として使用され、「声」に楽器としての役割を与えていると筆者は考える。
5. おわりに
分析の結果、《恋は魔術師》は楽曲全体を通し、スペイン・アンダルシアの民族音楽から特にフ
ラメンコの音楽的要素の特徴を有していることが明らかになった。楽曲は主としてフラメンコに用
いられるフリギア旋法で作曲されていた。またフラメンコ舞踊様式からは、２拍子と３拍子が交錯
するリズムパターンや、第８曲の終結部などで終わりに向けて加速する舞踊音楽のリズム要素が取
り入れられていた。
フラメンコの歌唱様式であるカンテ・ホンドの音楽的特徴を有しているのは「歌」だけでなく、
楽曲中、オーボエ独奏としてメリスマを模倣する形で使用され、しばしば出現していることが明ら
かになった。
《恋は魔術師》における「歌」は、言語的要素だけでなく、音楽様式としてもアンダルシアの民
族主義を強く印象付けている。フラメンコ舞踊と歌による音楽劇《ヒタネリア》からの民族主義を
継承し、パントマイム要素の強いバレエ音楽において、歌詞を有する「歌」を配置することは、物
語の進行や場面の変化において、物語性を豊かにし、より詳しく聴衆に伝えることができる効果が
ある。さらに、カンテ・ホンドのように音域が低く、女性の地声で歌われる「歌」は、物語のテー
マである情念、怨念、嫉妬といった心情をより詳細に伝える役割を持つ。
フラメンコは舞踊（バイレ・フラメンコ）、ギターによる伴奏音楽（トーケ・フラメンコ）、歌（カ
ンテ・フラメンコ、カンテ･ホンド）の３つの要素がそれぞれ協調して成り立っている。ファリャ
は《恋は魔術師》において、バイレ、トーケ、カンテの３つの要素を、バレエ、オーケストラ、歌
の３つの要素に置き換えることで、フラメンコの様式をバレエ音楽に取り入れることを実現してい
る。このような手法を用いることで、バレエがより音楽劇に近づき、感情を明確に伝える現実主義
的な舞台作品に仕上がったといえる。バレエ音楽の中のカンテ・ホンドの「歌」にフラメンコ特有
の音色を印象付ける「楽器」としての役割も持たせたのではないかと筆者は考える。
ファリャはフェリペ・ペドレルにスペイン民族音楽を師事し、愛国心が非常に強かった。さら
に1915年、ファリャはスペインの作曲家らによる新しいスペイン音楽を普及させるためのSociedad 
Nacional de Música（国民音楽協会）を創設している。その後スペインを題材にした民族色の強い
作品を多く作曲している。また友人のガルシア・ロルカとカンテ・ホンドの復興に力を注ぐなど、
自国の文化の継承と普及、振興に貢献していた。
ファリャはバレエ音楽《恋は魔術師》において、スペイン・アンダルシアのジプシーの物語を題
材に、フラメンコ様式を基にしたフラメンコの民族的音楽要素を音楽語法としてクラシック音楽に
用い、さらにバレエ音楽では極めて珍しい「歌」を取り入れた。このことによって、初演のフラン
スだけでなく、スペイン以外の世界各地でフラメンコの音楽語法やカンテ・ホンドを演奏すること
が可能となったのである。ファリャは廃れそうになったカンテ・ホンドを守るだけでなく、スペイ
ン固有の音楽的特徴、スペインの音楽的アイデンティティーとしてアンダルシアの民族的音楽要素
を世界に発信することに成功したといえる。そして世界の聴衆はファリャの作品を通してスペイン
の音楽を認識した結果、いわゆる「スペイン風」な要素がアンダルシアのフラメンコに由来する音
楽的特徴を表すことにつながったと言える。
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